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　１. 目的・概要

　　　配管凍結装置ジェットフリーザーは、配管凍結工法に用いる器具である。

　　　液化炭酸を用いてドライアイスを生成し、配管の任意の箇所を冷却することにより

　　　配管内に氷栓を生成し、水流を停止させて工事を行なう。

　２．施工要領およびポイント

    (1)用意する器具

　　　①ジェットフリーザー本体（以下文中ジャケットと呼称）

　　　②接続ホース（セットに同梱)

　　　③Ｔ型継手（必要なサイズのみ使用、使用するモデルには同梱）

　　　④サイフォン管付炭酸高圧容器（以下文中ボンベと呼称）

　　　⑤保護手袋

　　(2)施工場所の換気を確保し、 (3)サイフォン管付炭酸高圧容器（以下ボンベ）と

　　　保護手袋を着用する。 　　 ジャケットを付属のホースで接続する。

    (4)ジャケットを配管の任意の場所に (5)ジャケットが膨らむまで、ボンベのバルブを

　　　本体付属の紐と面テープで固定する。      開放して液化炭酸を注入する。

    (6)ジャケットと配管の隙間が生成された (7)ドライアイスが昇華してきたら、

　　　ドライアイスで満たされたら、バルブを      再度数十秒程度、ボンベのバルブを開放して

　　　閉鎖する。 　   ドライアイスを補充する。

     以降、凍結所要時間に達するまで

　　 この動作を繰り返す。
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    (8)配管が凍結し、管内に氷栓が生成されたのを (9)作業終了後、ジャケットを配管から

　　　下表をもとに確認し、配管工事をする。

　　　工事時間中、配管の凍結状態を継続して保持

　　　したい場合は（7）の動作を継続する。

　３．炭酸使用量のおおよその目安

(無塗装鋼管の場合)

20 25 65 80

0.3 1.0 6.4 9.1

　４．施工上の注意点

　　　・サイフォン管付の炭酸高圧ガス容器を使用すること。

　    ・水配管のみに使用可能であるため、温水や熱水に使用しないこと。

　    ・腐食してもろくなった配管に使用しないこと。

　    ・少しでも流れがあると凍結しないので、必ず水流を完全に停止させること。

　    ・酸欠の危険性があり、また装置破損、ガス切れの原因になるので、ボンベバルブを開放のままに

　    　しないこと。

　    ・万一ジャケットが凍結した場合には、無理に引き剥がさずに解凍するのを待つこと。

　    ・装置破損のおそれがあり、また凍結しない原因となるので必ず配管径にあったサイズの商品を

　　　　使用すること。

　    ・ホースナット着脱の際には,適切なサイズの工具を正しく使用すること。

　５．安全上の注意点

　    ・炭酸ガスは空気より重く、低所に滞留し、酸欠になる危険性があるので換気を

        良くすること。

　    ・炭酸高圧容器に直射日光を当てないこと。また、40度を超える場所に放置しないこと。

　    ・作業の際には必ず保護手袋を着用すること。

　    ・凍傷のおそれがあるので、生成されたドライアイスを素手で触らないこと。

　６．問い合わせ先

　　　昭和電工ガスプロダクツ株式会社　産業機材事業部　℡：０４４－３３３－７３６１
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